
福井市障害者生活支援センターは、地域
で生活する障害のある方やご家族、関係機
関の皆さんからの相談に応じ、必要な情報
の提供や助言をすることで、自立した日常
生活や社会生活が送れるようお手伝いし
ます。相談は無料です。「どこで相談した
らよいかわからない…」という方も、お気
軽にご連絡ください。

●福井市障害者生活支援センター
TEL.27-0601

●福井市基幹相談支援センター
TEL.27-0600

知ってください、私たちの暮らし

19歳の時に、車の事故で脊髄を損傷し下半身麻痺にな
りました。退院後しばらくは家業を手伝い、その後職業リ
ハビリセンターに通い、30歳の時に福祉用具を扱う会社
に就職しました。現在は、仕事の合間をぬって、福井市ボ
ランティアセンターのゲスト講師として小学校などに出
向き、車椅子の扱い方の指導や車椅子テニスなどでの交
流を通して障害者の理解に協力しています。

❶ 仕事

身体の不自由な方が日常生活を快適に過ごす

ための福祉用具を扱っている会社に勤めてい

ます。毎日色々な方に出会い、悩みや趣味に

ついて話をしながら楽しく働いています。

❷ 一番楽しいこと

ドライブやショッピングなど外に出かけること。

❸ これからやりたいこと

今は趣味の車椅子テニスを楽しんでいます

が、これからはもっと県外（行ったことがない

ところ）に行き、色々な経験をして趣味を増や

していきたいと思っています。 

❹ 地域の人へのメッセージ

家に閉じこもっている人がもっと外に出掛けた

くなるようなまちになってほしいと思います。

［開催期間］ 12月5日㈯  10時30分～16時
 12月6日㈰  10時～16時
［会　　場］ ショッピングシティ・ベル 「あじさいホール」
［応募作品］ 絵画・書道・写真・手工芸・短歌・俳句・陶芸・その他
［応募方法］ 所定の応募用紙に必要事項記載の上、10月26日㈪までに下記

へご連絡ください。

［問い合わせ］ 福井県障害者社会参加推進センター　TEL.27-1632  FAX.25-0267

障害のある人たちの表現活動や、表現活動を通じた社会とのつながり等に
ついて、県外・県内の実践者や関係者を招いてトークカフェを開催します。
ゲストに「アール・ブリュットアート日本」の編著者であるアサダワタル氏を
お招きします。

［日　　時］ 10月23日㈮  19時～21時30分
［会　　場］ 福井 北ノ庄クラシックス （中央1丁目21-36）
［参加対象］ 障害のある人たちの表現活動に興味・関心のある方
［参 加  費］ 600円（ドリンク付）
［定　　員］ 50名（事前予約） ※9月7日㈪より受付
［申 込  先］ NPO法人 福井芸術・文化フォーラム　TEL.23-6905

心の病気について正しく学び、関わり方などについて理解を深めませんか。
［日時・テーマ］ ※いずれも13時30分～15時30分

● 第1回　10月23日㈮
「心の病気を理解しよう! ～うつ病、統合失調症、そして依存症～」
〈講 師〉 精神科医　大森 晶夫氏
● 第2回　10月30日㈮
「備えあれば憂いあり」
〈講 師〉 臨床心理士　岡本 克己氏
● 第3回　11月6日㈮
「『心を病んだ方々をどのように理解するのか』
　　　　　　　　　　―精神看護学の講義・実習を通して―」
〈講 師〉 福井県立大学講師　長谷川 小眞子氏

［対　　象］ 精神保健福祉に関心がある方（各回100名まで）
［会　　場］ 福井県立図書館（下馬町51-11）
［申込方法］ 10月22日㈭までに、参加ご希望のテーマとお名前を下記へご連

絡ください。
［申 込 先］ 福井県福井健康福祉センター　TEL.36-3429  FAX.36-9658
 市社協　TEL.27-0601（福井市障害者生活支援センター）  FAX.26-9109

「第16回 福井県障害者ハートフル文化祭」
作品募集

出展しよう!!　見に行こう!!

Forum lab.6 トークカフェ
「福井でアート×福祉の話しがしたい」

わかりやすい心の健康講座 受講者募集

参加費
無 料!

浦松 豊之さん
（40代）

特別支援学校卒業後、精神的に不安定になり、市社協の中
央いきいきサロンに参加するようになりました。サロンでは
協力員さんとの折り紙や小物作りなどの活動をきっかけに参
加者同士の交流を深めることができました。その後も、ヘル
パーさんとの通院やお出かけ、病院のデイケアで少しずつ自
信を取り戻してきました。現在は、自宅から公共交通機関を
乗り継ぎ、障害福祉サービスで農業に関わる短時間の福祉的
就労事業所に通っています。

❶ 仕事

短時間の福祉的就労で、ピザのシール貼りやミ

シンを使ってハーブ入りポプリやポケット

ティッシュ入れを作っています。

❷ 一番楽しいこと

毎日嫌だと言わないで仕事に行けるようになっ

たこと。一緒に働いている女の子といると、自

然に笑顔になれます。

❸ これからやりたいこと

自分で出来ることは自分でする。いずれはヘル

パーさんの手助けなしに一人暮らしをして、一

般企業で働きたいと思っています。

❹ 地域の人へのメッセージ

恥ずかしがり屋なのですぐには慣れないけどよ

ろしくお願いします。

笠原 静代さん
（30代）

からだやこころに障害があっても、仕事やスポーツ、芸術を楽しみながら、あたりまえの暮らしをしています。
そんな私たちのことを知ってください。

障害のある方の暮らしを
応援しています

福祉サービスを利用する際には、サービ
ス利用計画の作成が必要です。
市内には30の指定事業所（平成27年8月1
日現在）があります。事業所をお探しの方
は、下記をご覧ください。

●福井市障がい福祉課ホームページ
http://www.city.fukui.lg.jp/fukusi/
sfukusi/syogai/

障害福祉サービスを
ご利用の皆さまへ

◎出展者コメント（数馬さん）
この世に生かされている私。
私の役割を、いっぽんゆび
で追いつづけたい。
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